
 職務経歴書 (2007/11月作成) 

                                      
[A」伊藤忠商事勤務時  （ 1971年 -- 1998年 ） 
  勤務期間    会社名・職位    勤務地・国     業務内容/部下数/業績 

(1) 71年4月  本社織物輸出課員    大阪      北中南米向け生地の輸出営業、 
     ～78年9月                    極東・東南アジアにも頻繁に出張。 

                    
(2) 78年10月  TICAKNITＳA   サンホセ      ニット生地の域内中米４国へ販売。
     ～81年4月   輸出部長    コスタリカ    東レとの合弁事業へ出向したが、
                              業績回復せず、現地の従業員組合

                              に事業を売却し日本側は撤退。 
                                 部下4名。 

 
     (3) 81年5月   伊藤忠リマ事務所   リマ      繊維品全般の対日輸出入及び化学 
        ～83年7月   消費財担当     ペルー    品・食品の三国取引。 
                                 部下1名、繊維代理店との代理店 
                                 契約終結、化学品代理店創設。 
                                 染色機輸入/台湾からポリチップ 
                                 輸入/魚粉のインドネシア輸出。 

 
(4) 83年8月  本社織物貿易課員    大阪     中近東向けアラブ民族服用生地の輸
     ～86年8月                   出販売、頻繁に中近東出張販売。 
                            部下無し、ベネゼーラ/キューバ  
                             等新市場開拓。85年のプラザ合意 
                             により貿易部の業績悪化。 

 
(5) 86年9月   伊藤忠ドバイ支店   ドバイ    日本製及びアジア製生地の中近東地
     ～91年3月  繊維部門マネージャー ＵＡＥ   区販売。 
                           部下無し、売上目標年間2400万ドル 
                             達成、三国取引の拡大/東南アジア 
                             仕入先の多様化、口銭取引から、

                             “P”取引へのチャレンジ。 

 
(6) 91年4月  ﾜﾀｷｭｳｾｲﾓｱ      東京         在宅 医療関連ビジネス事業の企画
     ～93年3月  ホームケア事業部部長       ・立案・事業化の為出向。    
                             部下4名（看護婦2名含む） 
                           自由が丘に訪問看護ステーション 
                           創設開業/新宿で調剤薬局を買収/ 
                           Home-Infusion-Therapy研究会設立/ 
                           医師-薬剤師-看護婦を引率し米国 

在宅医療事情視察の為2度、渡米。

     
(7) 93年4月  Comercios-Unidos.S.A.  サルバドル  繊維の合弁販売会社経営の為出向。



     ～96年9月  G．Manager    ガテマラ    （東洋紡との合弁事業） 
                           部下15名、メキシコ市場の開拓。 
                           東洋紡グループ事業再編により、 
                          自社の整理/と吸収合併の為、従業員

との円満な合意形成。 

                                     
(8) 96年10月   伊藤忠エクスプレス   東京    繊維品・機械類を中心に中国向け国
   ～98年2月   繊維物流開発室長兼        際物流の営業開発。 
           営業２部部長代行        部下20名。           

      
  
           

(9) 98年3月1日   大阪繊維貿易部に復帰し、8月31日、自己都合により早期退職優遇制度を
            利用し退社。 

 
 
「Ｂ」 Plastic使捨て食品容器製造販売業界 

(10) 99年3月－01年3月 米国 Indiana州 Fort-Wayne市 CFP社 
  米国における現地法人の子会社経営管理職を前提に中央化学に入社し、即座に米国赴任、 
５月より現地法人Central Fine Pack社（在Indiana州、使捨てPlastic食品容器製造 
  販売業,従業員130名）社長に就任。 2001年中央化学グループの北米事業再編により、 
新会社Ｃ＆Ｍ社の副社長に就任したが、3月末自己都合により退社。 
 業績 ； 販売組織の建直しと人員強化。 
      兄弟会社と１：１にて合併。 

       
   (11) 02年3月、エフピコ社に入社、中国パール販売及びパックドール株式会社（民事再生手続

き中であったが、会社更生法手続きに移行しエフピコ社がスポンサーとしてBack-upする
事になっていた。）の再建及び新経営陣を支援する為に事業管財人補佐として、1年契約
で出向した。中国製箸輸入事業の調査検討/ /債権債務の整理確定/ 関連会社の整理、
等を法律管財人-公認会計士との連携の中で、実行し更生計画案の策定に貢献した。この
更生計画案が地裁で認可されると同時に、1年間の雇用契約が満了し、2月末にエフピコ
社を退社。                                                            

「C」 03年3月に自宅に戻り求職活動を開始した。 
(12) 03年5月、スターライト工業にタイ国現地法人子会社の経営管理職を務める前提で入社。 
   5月中旬には、タイ国に赴任し半年引き継ぎ事務を受け、11月から社長に就任。 
   従業員800名、自動車/OA機器/家電向けPlastic射出成形部品の製造販売業。 
   07年2月末、自己都合により退社。                        
     組織/人員の再編成による生産部門の強化と効率化/ 開発部門の強化育成。 
   中国の兄弟会社との協働/連携強化によるグループ力強化。 
   TS16949の取得。 

 
(13) 07年 3月、日本に帰国し、海外事業支援関連の仕事を模索しながら、海外事業支援コンサル
タントとして独立開業を準備している。 



    5月の1ヶ月間、三洋電機のタイ国における空調機器のOEM生産活動を支援する為に 
    BKKに滞在し、本社/品質管理部/販売部/Singapore管理部/現地OEM先との調整を行った。 

 
      
「D」 資格とExpertise 

 
     語学  英語  TOEIC  820点 
         スペイン語  日常会話問題なし、 タイ語 少々。 

 
     Certified Financial Planner （ CFP ） 
     Financial Planning 1 級 技能士 

 
     Sales Points 
      豊富な国際経験、International Businessman , 異文化/外国人との溶け合い、 
      総合商社/国内子会社―１社/海外合弁事業会社―２社/Owner系企業―４社等、多種多様
      な職場/職種経験。 
      10年間の経営管理職経験とそれを活かすセンス。 
      人材と組織を上手く使う能力。  

 
 


